




















平成 12年 2月に本館、平成 13年 11月に未来情報産業研究館、平成 14年

























~I三)J比 2 9年度東北大学未来科学技術共同研究センター研究プロジェク ト評仙制伴書
日 1うに
1 研究プロジェク 卜評価結果 ・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・ 1 
2 研究フロジェクト評価l!?面審査長(まとめ)
(1) ilH冬評価フヲロジェクト
①戦1各的食品バイオ未来技術の構築(常津教授)・ ・ ・・ ・・ ・・ 1 3 
②フ。ロアクティブ経年劣化評価と状態除視技aWHIT発(庄 f教授)・・・・ 1 9 
③次世代移動体システム研究プロジェクト(松木教授)・・・・ ・・・ 2 7 
④先進半導体センサ ・デバイス開発(須川教侵:)・・・・・・・・・・・ 3 5 
⑤趨|臨界フロセス岩Ij製(第nWI) (阿川教授)・・・・・・・・・・・・ 4 3 
⑥超低摩隙技術の開発(栗原教授)・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・ 5 2 
⑦原子内包フラーレンナノバイオトロニクスの点IJ成(美押沖教授)・・・ 6 0 
③デジタルコンテンツ創生 ・珂解 ・流通技術の研究(青木准教授)・・・ 6 7 
(2) I十JI¥l評価プロジェク ト
①無人傑任問フィールドロボッ卜研究開発 (71くれ准教俊)・・・・・・ ・ 7 3 
②安心 ・安全センサネットワークノードモジュールの研究開発(桑野教授)・ 80 
③植物バイオマス化学産業fWI三(大jl:教授)・ ・・・・・ ・・・・・・・・・ 8 8 
3 研究プロジェク卜評価委員会実施要領 ・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・ 9 5 
4 の|先プロジェク 卜評価委員会委以名簿 ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ 9 6 
5 研究プロジェク 卜評価委員会計回審査委只名簿 ・ ・・・・ ・・・・・・・・ 9 7 
6 研究プロジェク ト評価委員会スケジュール表 ・・・ ・・・・・・・・・ ・・ 9 8 
7 未来科学技術共同研究センタ一規程 ・・・ ・・・・ ・・・・・・ ・・ ・・ 9 9 
8 未来科学技術共同研究センター研究プロジェクト評価委員会内規 ・・・・ 104 
9 未米科学技術共同研究センタ-ー研究プυジェクト評価要項 ・ 105 
 
1.研究プロジェクト評価結果































































































































































































































































































② 「安心・ 安全センサネッ トワークノー ドモジュールの研究開発J































































プ口 ジ エクト名 |戦略的食品バイオ未来技術の構築














(各種研究員の受入れ・ 研究期間 (H25~H29 年度)において、 1129 年度の見込みを含め














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 民間企業への技術移転進捗 I (優れている点)
状況について |民間企業への技術移転件数は 27年度、28年度で累計 16件とな





















































































































































































































































































































































































で、の成果発表や広報活動 (y0 u T u b e他)を推奨したい。
4.各種表彰・受賞・新聞報道等 I(優れている点)
の状況について | 当該分野をリードする研究と して客観的に評価されている
ことを示す十分な成果である。
平成25年3月の化学工学会 ・学会賞 ・池田亀三郎記念賞及























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































状況について |予定まで合めると 11件の技術移転が行われており 、そのうち
新l産業分野制IUに結び付いたものまたはj別枠でき るものと忠
われる件数が 4件に上る点は評価に値する。プロジェク卜規模
















































賞受賞、 2013年における MediaEvalでの入賞、 2017年におけ











































































































































































































































































































総括 1 I (優れている点)















































































上記1.-4 までの評価に基 | 技術的には当初の目標を凌駕する研究開発成果が出されて
づき、 「新産業分野創出」に結び |おり高く評価で、きる。(研究のアウトプットは良好である。)
-83-
つく開発研究成果が出ているか | 本 PJは、 MEMSや 10T、モパイルNWや近未来のコネクテット















































































































は、市場の要求にあった製品 ・ ソリューションを想定して、産 ・ 学が~脱というか一体化し
て、開発と生産 ・販売を行う形が理想と言ってよい。
-本 PJは、センサ NWあるいは環境ハーベストデバイスの研究開発~実用化 ・起業まで、 4，






















































































































































































































































平成 29年 11月 171 (金) 9 : 30~16 : 45 
l¥ICHe大会議室
各研究プロジェクトについて、未来科学技術共同研究センターのミッションとの
























未来科学技術共同研究センター センター長 長谷川 史彦
未来科学技術共同研究センタ一 日IJセンター長 後)保昌 !と
















平成29年度 川口leプロジェク 卜詳仙i ;li:I(li1普:台委口才15平
。l;J: m而辛子t~ll(/)(U<士夫 L -.ナ
プロジェクトれ 1主口氏名 所属 ・職名
。ILiII庄太郎 天野エンザイム株式会社 取締役 γ ーケテイング本部 メディカルm~r，H ・作業部長
ι出・i'flP.I Ft-l r'ifi 名おhl大''f: 大学院生命山学市f究科 教t;(
山本 1"(之 'ltJ;( 工業大γ一生命fllL";:院教絞
。鈴木俊一 IH!i(大学大学院て学系研'たnJJ;(了}J'，1:攻科ff:教綬
け:千PJ li:，t，品 rl1紀夫 4自主財団法人'.1l:)Jtjl央研冗所 材料科"l研究所 ・汁席研究n
小沢忠仁 )i，品71大学 大学院J~lt システム里n工γ研究科 ・ 教佼
。須田義大 班点大学生r(i技術研究所教tx
松本PJ 米 i)~ 三 11t夫 一般財何法人[1本'I[f可検査協会 執行f'j!' J ( ・ 環j~技術部長
小IJ1悦仲 トヨタ臼 ~vJIIIJf{円本株式会社 開発企戸，I:¥II!;:'
。太IH i平 ~--i n先端科学技術大主院大学 物質.(J'jJ.xW;':/iJf究科 光俄能ぷ下科学研究室 数段
可υ1P J 問中公広 1 +:ゼオン株式会社 (U<取締役什只
小林 7k j~: 1ft芝三援'，U:機if(;~システム株式会 n: i:;fJj執行役員
。it;:lm Jl:[i 名下片足大うと 大学|法 l学研'先科 教段
I'~(尻 p .1 1果城秀樹 株式会?上クラレ 紋Iカンハニ一 生!な伎術統括本部長
大品目;人 1fT)正大学 大学院新日iU戎[jlj成科下研究科 教伝
。内m IiU，j 同立日"I等'-'1門学校機術顧問
栄町lP.1 ，hr}林 ゅう了 凪立研究開絶叫、人科学技術仮!l!!機柑'1 1M坑工ネノレギー研究IliJ強打til!ブ':il I，?j"~d.ü役
本liHÞ~tll，':i ザr円繊住金株式会社伎材I閉経企l岡市;技術企Ilij室 上j市J=.幹
。大河映 株式会社ナノ日;ぷ研究所 取締役社長
1、持ilP.I 荒川公平 ゼオンナノテクノロジ一例、式会社 ft火取締役社長
梅田lil!1ー アルフス 'itt~{株式会社取締役
。長谷川 文雌 Wlifl大学 大学院l斗際1ノド';:Ii)f光科 教反
17--+: P J mlll 先1'1( 環太平洋大手続科学部学rrU"!教佼
FI.uj ;~ ・自: 法政大学!，'，'i4l科学部教授
。首111f，，- 芝ili工業大ヤ SI'I総合研究所特任教授
ノV6P.1 作~If 純一 I!.J立研究開発i1人1:木研究所技術指進本側 主!市研究1
ぷ11平日間 株式会社。71環境エンシニアリング
。(J'I事 1;.口 凶也研究開発法人理化";t研究所フロンティア研究システム 谷口主管研究員
ヨミ型fP J 小林 i!I人 -'t'-桁聞大午 研究戦略センタ一 面'j所長 回数段
本庄克l!: 秋悶 V，~庁'iÎ" I'flm，興日:iI!，';軒i企削課 lCT1íi!<略椴逃耽
。ii旨I;r 税ir μギ製紙株式会社 け)tl>!うE本，拍 ι~Iイ，)十ノヒ fjr Hrk 
大!i'PJ i臼事勲f正 '/;c城県産業技術総合センタ- G~t;lフロヒス応用班 fj[只
阪本 I井司 ，1[，・H五nr総合研究所仲~!燃化'}:雨量合研究センター 研究n
97- (敬休日住)
平成29年度研究プロジェクト評合lIi委員会スケジューノレ表
0平成 29年 11月 1713 (金) NICHe大会議室
時 問 次第等 備考
1 9: 30'"'-' 9: 31 (1) 開会及びセンター長挨拶
2 9:31'"'-' 9:33 (2) 委員の紹介
3 9: 3'"'-' 9 :40 (7) 委員長の選出及び評価万法の説明
4 9: 40'"'-' 9: 50 (10) 青木 発表(リーダー)
① 9:50'"'-'10:00 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
10:0'"'-'10:05 (5) (最終7年同) 討議(委員)
10:05'"'-'10:15 (10) 休憩
② 10: 15...10:25 (10) 水谷 発表(リーダー)
10:25.-..，10:35 (10) フ。ロジェクト 質疑(委員、リーダー)
10: 35.-.， 10: 40 (5) (中間 3年 R) 討議(委員)
③ 10:40'-"'10:50 (10) 桑野 発表(リーダー)
10: 50.....1 : 00 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
11:0.....1:05 (5) (中間3年円) 討議(委員)
1:05.....1:15 (10) 休憩
@ 11:15.-..，11:25 (10) 大井 発表(リーダー)
11 : 25'-"'" 11 : 35 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
1: 35.....1・40 (5) (中間3年 FI) 討議(委員)
⑤ 11: 40.....1: 50 (10) 宮j翠 発表(リーダー)
11 : 50.....12: 00 (10) プロジェクト 質-疑(委員、リーダー)
12:0.....12:05 (5) (最終5年口) 討議(委員)
12:05'"'-'13:05 (60) 昼食
⑤ 13:05.-..，13: 15 (10) 庄子 発表(リーダー)
13:15.....13・25 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
13:25.-.，13:30 (5) (最終7年口) 討議(委員)
⑦ 13:30'-"'13:40 (10) 松木 発表(リーダー)
13:40.-.，13:50 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
13:50.-.，13:55 (5) (最終7年iI) 討議(委員)
13:5.....14:05 (10) 休憩
③ 14:05'"'-'14:15 (10) 須川 発表(リーダー)
14:15.-.，14:25 (10) フ。ロジェクト 質疑(委員、リーダー)
14:25.-.，14:30 (5) (品終3年1]) 討議(委員)
⑨ 14:30'-"'14:40 (10) 阿尻 発表(リーダー)
14:40.-.，14:50 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
14:50.....14:5 (5) (最終5年円) 討議(委員)
14:55.-.，15:05 (10) 休憩
⑩ 15:05'-"'15:15 (10) 栗原 発表(リーグー)
15: 15.-.，15:25 (10) フ。ロジェクト }l"~I疑(委員、 リーダー)
15:25.-.，15:30 (5) u及終6年目) 討議(委員)
⑪ 15:30'-""'15:40 (10) 美質tド 発表(リーダー)
15: 40'-"'" 15: 50 (10) プロジェクト 質疑(委員、リーダー)
15:50.-.，15:55 (5) (最終3年日) 討議(委員)
5 15:55.-.，16:40 (45) 討議及びまとめ(評価委員)






































































































































































































































(1) 各プロジェク トの開発研究成果の社会(1比界 ・日本 寸也域)、経済、産業への還元結呆
(2) 各プロジェク トの研究:lSの実績
(3) 各プロジェク トの開発研究計画に照らした開発研究の進捗状況に係る全体としての評
価
(4) その他開発研究のす利回に必要な事項
(評価の方法等)
第8条 I)日発研究部等の各プロジェクトの責任者は、前条の評価事項についてとりまとめた白
己評価報告書を研究プロジェク卜評価委員会へ提出するものとする。
2 研究プロジェクト評価委員会は、前項に規定する自己評価報告書に基づくほか必要と認め
た場合には、各プロジェク トからのヒアリング、現地調査により評価を行う。
3 本条第l号に規定する自己評価報告書に関する細目は、センター長が定める。
(イVF究プロジェク ト評価結果のil営委員会への報告)
第9条 センター長は、研究フ。ロジェクト評価結果に意見を附した上で、運営委員会へ報告す
るものとする。
(研究プロジェク ト評価報特科の公開)
第10条 センター長は、前条による研究プロジェクト評価結果の報告の後、研究プロジェク
ト評価報告書を作成し、外部に公表するものとする。
む任務)
第 11条研:究プロジェクト言、Hm委員会及。切T究フ。ロ、ジェクト評価に|則する庶務は、未来科学
技術共同研究センター事務室において処理する。
(雑則)
第12条 この要項に定めるもののほか、研・究プロジェクト評価に関し必要な事項は、センタ
一長が定める。
1付良IJ
この要項は、平成16年4刀1仁|から施行する。
附則(平成29年4刀27日改正)
この内規は、平成29年4月27日から施行し、平成29年4月1口から適用する。
- 106ー
